
１　概要

令和２年度　第１回　鹿沼市総合計画審議会

令和２年８月３日(月)　１０：００～１１：３０

鹿沼市民文化センター　１階　大会議室

裏面のとおり

２　内容

正副会長の選任

・会長に自治会連合会の奈良部氏を、副会長に粟野商工会の井戸氏を選出。

・【事務局】資料をもとに説明。

・【増渕委員】市民参画の「市民」は具体的にどこをターゲットにしているのか

　➡【事務局】幅広い団体の方のほか、行政に関心の薄い方も想定している。

・【増渕委員】特に関心の薄い層からのデータ収集は重要。

・【阪田委員】新型コロナウィルスによる社会環境の変化に適合する計画になるとよい。

　➡【事務局】国や県の方針にも配慮しながら策定を進める。

・【増渕委員】定量データの重視、弱みの部分の直視が必要。教育の視点のデータ収集

　をお願いしたい。

　➡【事務局】弱みについても積極的にフォーカスしお示しする。教育を含め各予算も

　指標の一つとしてお示しする。

・【宇賀神委員】アンケートの設問について弱みに関する部分が少なく感じる。

　➡【事務局】弱みの部分の把握が可能なように検討する。

・【設楽委員】中高生アンケートについては学校側と調整時間を十分確保してほしい。

　➡決まり次第報告する。

・【会長】貴重なご意見をありがとう。以上で議事を終了とする。

令和２年度　第１回　鹿沼市総合計画審議会　議事録

委嘱

市長あいさつ

審議会への諮問

次期総合計画策定に係る基本的な事項について

・市長から委嘱を実施。

・少子高齢化に加え、新型コロナウィルス感染症や災害の激甚化など、危機的な状況を

　踏まえ、持続可能な行政経営を念頭に置き、これから５年間の市の歩むべき方向を

　ご審議いただきたい。

・これからの時代は、市民協働を抜きに行政が成り立たない。一層市民の皆さんとの

　協力の輪を広げたい。

・市長から会長に対し、次期総合計画の策定等について諮問。

会議名

日時

場所

出席者

内容

項目



鹿沼市総合計画審議会 名簿 

 

委員                             （団体名五十音順） 

№ 氏名 団体名 備考 出欠 

1 阪田 和哉 国立大学法人宇都宮大学 1 号委員 ○ 

2 設楽 昭子 鹿沼市小中学校校長会 ○ 

3 青栁 信一 鹿沼地区幼稚園連合会 ○ 

4 菅俣 宗良 栃木県総合政策部 ○ 

5 井戸 道廣 粟野商工会 2 号委員 ○ 

6 小曽戸 庸忠 粟野森林組合 × 

7 野口 重彦 鹿沼ケーブルテレビ株式会社 ○ 

8 奈良部 実 鹿沼市自治会連合会 ○ 

9 葉山 廣 鹿沼市身体障害者親交福祉会 ○ 

10 江田 光好 鹿沼市スポーツ協会 ○ 

11 小杉 志津 鹿沼市男女共同参画社会づくり実行委員会 ○ 

12 平野 克己 鹿沼市民活動サポーターズ ○ 

13 上澤 孝重 鹿沼市民生委員児童委員協議会連合会 ○ 

14 小太刀 昌子 鹿沼商工会議所 ○ 

15 小島 正男 鹿沼市老人クラブ連合会 ○ 

16 渡辺 保 鹿沼市森林組合 ○ 

17 内田 昭 鹿沼相互信用金庫 ○ 

18 中新井 明 上都賀農業協同組合 ○ 

19 矢野 省一 きれいなまちづくり推進員協議会 ○ 

20 宇賀神 勝 栃木県建設業協会鹿沼支部 ○ 

21 鈴木 教大 栃木県社会保険労務士会 ○ 

22 西田 晃 栃木県宅地建物取引業協会 ○ 

23 増渕 靖弘 鹿沼市議会 3 号委員 ○ 

24 鈴木 敏雄 鹿沼市議会 ○ 

25 大貫 毅 鹿沼市議会 ○ 

 

 

 


